
U.DLC.69.05:726.5:284

東京認二諒:i.予や-チ(範施IL1.N-≡

西松ま藁設授章巨VOL4

内藤 晋* 岡田 豊栄 **

石田 忠 *** 朝倉 興 治 ****

松井 健---***** 鹿絶 泰 幸 ******

要 約

東京ユニオンチャーチは,車鋸 鋸二刈する.言問欄 ｣/lr,もとに,信仰のコン七フトをシンボ

リックなタワーとLで表現Lた建物で,教会という特異な形態の建築物における設計､施

Lに/)いての報;I;･て'､ぁるO

設.i-‖･.においては,信仰の場としての接をなす礼j日;-:と,信Yfのコミニティーセンター

とLての役割を果す諸々0)附居室を眼L.,れfJスペースでいかに配箭するか,構造的にはシ

ンボルとなる塔の )了召(.]な酵楯などが人きな課題であったO

また,jlmニトでは,塔に由って曲面を形成する局根を持つために,外足場0)架設方法,

借の鉄骨建方,礼汗′勘)描;の曲面jJ用い)など, ･般C,)建物には見られない難題があっfJ｡
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§1.はじめに

東京ユニオンチャーチは10社の指名コンペで西松案が

当選 Lたことに始まり,その後,教会側の建設委員と細

部の打合せを重ね,基本計画から詳細設 計まで約 2年の

茂jjと.再 ,1-,着工後10ヶ)jの工期を要Lて完成Lた｡

ここに東京ユニオンチャーチの設計から施_l二までの概

要を報告する｡

§2.建物概要

建 物 名称 東京ユニオン教会

建 設 場所 束1甜 陸 E,壬谷 区 神宮前5-7-7

構 造規模 鉄骨鉄筋コンクリー ト造

地下1借地卜5階建
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写奥-2 礼拝堂内部

延床面積1,594m2

工 期 昭利54年8月～昭利55年9月

用 途 教会

設計 ･施工 酉松建設株式会社

建物の概要を図-1-図-9に掲げる｡

図-1 Bl階平面図
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図-2 1階平面図

東京ユニオンチャーチの施工

図-3 2階平面図

図-4 3階平面図
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図-5 4階平面図

図-6 屋根平面図
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東京ユニオンチャーチの施工

図-7 立面図(東側)
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§3.設計概要

建築史上では教会建築はそのまま建築史を簡裁Lでい

ると言っても過言ではない｡信仰の場とLての厳粛性,

伝統 株式等によって創り出された空間の歴史である｡

近年,特にプロテスタントの教会は,最新の構造技術

や施工技術を駆使してぎ醗 な形態を表現するようになっ

てきている｡しかし教会として求められているものは,

信仰の場であると同時に,礼拝堂を中心に信者のコミニ

ティーセンターとしての要素が非常に重要な役割を持っ

ている｡

今回の計画に当って,教会側からは300席収容の礼拝

堂,200人が同時に会食できる集会室を兼ねた食堂,日

曜学校の附属教室,及びその他の諸室を要求され,限ら

れたスペースと法的制約のもとでこれらの部屋をいかに

配置するかが設計上の大きな課題であった｡

基本構想としては,平面的には教会としてのシンボリッ

クなタワーを日影規制の対象となる位置から外L,犯辛

堂の中に設ける祭壇を真東に向ける基本プランから出発

した｡礼拝堂への採光はスリット状に開けられたステン

ドグラスからのみとして,礼拝堂の内部空間をできるだけ

広く見せるために,そのスリットに対して集約するような

菱型の平面と曲面で構成した天井を設けた｡

設計上のポイントとしては,礼拝堂正面に設けた幅1

m,高さ22mのステンドグラス (デザインは三浦啓子)

からの光が,深い信仰の世界を則り,I_lけ ことを求めてい
る｡

構造的にはシンボルとLてのタワーを除いては一般的

な構造であるため,屋上から15mも伸びるこのタワーの

力学的な角鞘子についての検討を主に行った｡
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図-10 躯体図

封画段階では,塔の構造形式として吊り構造,RCの

シェル構造,鉄骨骨組構造の3案について検討したが,

施工性,経済低 木体建物への影響度等を考慮して鉄骨

骨組構造とした｡また,塔の地震時の応力は軽量化を図

っても柾 当大きな力が建物本体に働くことになるため,

4階に大聖トラス梁を設けて建物本体への影響をできる
だけ軽減させた｡
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写真-3 鉄骨模型

§4.施工概要

4-1 仮設計画

il)荷揚げ

施工に当って先ず問題となったのが建設資材を荷

揚げするための設備をどうするかということであっ

た｡

当建物の周囲は敷地に余裕スペースが全くなく,

また,尾 口二は塔があって屋根面が傾斜Lでいるた

め,荷揚げ用の重機を据付けることが不昭lL巨な状況

であったOやむを得ず役所の許可を得て東側の区道

の一部にタワークレーン (C-10)を設置L,4階

屋上までの荷揚げ設備とLたO塔上部までの荷揚げ

東京ユニオンチャーチの施工

は枠射し足場の上にポt)クレーンを設置Lで行ったO

内部はエレベーターシャフト内にユニバーサル1)フ

トを設置し,映扱けとなる礼拝堂の荷揚 げにも対処

した｡礼拝堂内部の荷揚げは天井材だけであり,む
Lろ作業性を考慮した足場組みの方が重要となったQ

外部からの荷揚げは型枠,鉄骨胴紙 屋相 恒也セ

ンチュ1)-ボード,銅板及び仮設足場など通常の建

物に比べてその種架沌 多く,しかも屋根面が3方か
ら傾斜して狭められているため荷揚げした資材の置
き場所がほとんどなく,その日の作業に合わせて必

要な資材をその都度荷揚げせざるを得なかったO

(2)外足場

外足場は塔に接する東面 (区道側)と南面 (原宿

通り側)のみ枠組足場とL,他は単管足場とした｡
外部足場で特に頭を悩ほ したことは,塔廻 り及び
妾対案廻 りの足場組と斜尾根面の銅板塞きのための足

場である｡

塔廻 りの祭握柑部については,-一般部4階までの

躯体ができ上らないと架 設が不明iEなため,4階屋

上の防水層及び押えシンダーコンクリートが完 [し

た後,外足場と結束Lてステージを設置し,そのス

テージの上から傾紬伸二沿って単管にて足場を組む

ようにLたO

斜尾根部は外足場から単管をせl)lLIJlL,せfHi'IL

単管から吊 り卜げた型の足場を組んだ｡

足場組みの概要を図-ll.図-12に掲げるO
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図-11 仮設計画図



東京ユニオンチャーチの施工
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図-12 手綱LL足場図

(3)内足場

礼拝堂の最上部は床面より約22mもあり,型枠の

支保,鉄骨の建方,天井張i)等の工jlwf'lA-のため,どう

Lても足場が要求されるOそこでそれぞれの作業に

合わせながら以下の4段階に分けて足場の盛曹えを

行うことにした｡

i)型枠支保二Ⅰ二用足場

ii)鉄骨建方用足場

iii)天井軽鉄下地組み用足場 (ステンドグラスはめ

込み用も兼ねる)

内部足場の離立てはこの現場にとって一番苦労L

た所である｡特に仕上げ段階の足場組みは作業性,

安全性を考えると我々だけで決められる問題ではな

く,職人達の意見を交えながら何度となく打合せを

繰返し,ようやく架設方法が決まるという状況であ

った｡現場とLても内部足場の盛替えに多くの時間

を薯やしたが,事故もなく無事に終了したことを考

えると多少のコストアッフではあったがこの方法が

最良であったと思っている｡

4-2 塔の鉄骨建方

塔から屋根に至る曲面屋根の鉄骨は,図面だけでは到

底表現しきれない複雑さがあるため,鉄骨部の模型を作

り,さらに原寸で鉄骨を都良二てて建方細部の検討を行う
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写真-4 鉄骨建方

写真-5 鉄骨建方
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図-13 十字架詳細
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ことにした｡この結果,塔の先端部分は原設.言うでは幅が細

く表現されていたが,鉄骨建方時に風圧で崩壊する恐れ

が出たため,メインとなる柱は塔先端まで伸ばすように

変更せざるを得なかった｡

鉄骨の建方は塔部分の2節を一一滴ち摺;と分離させ,--磯

部のコンクリートが打設された後に改めて塔部分の建方

を行った｡塔部分の3節及び4節は,-凋摘;のコンクリ

ート強度が十分確認された後建方を行ったOこのため3

節の鉄や汁虹Iは--滅相;4階の防水が完了後建方ができる

ように工夫した｡

塔の項部に取付けられる十字架は,高さが3mにも達

するものであるため,2段クッションを設け,1段LII:=ま

塔先端の鉄骨部に,2段目は十字架下部に設置して鉄骨

歪み直しが可能な仕口とした｡

4-3 型枠

当建物で特に問題となった型枠は次の個所である｡

i)ステンドグラス枠

ii)外壁正面のレリーフ

iii)曲面屋根 (外壁取合部,塔,鐘楼)

以下に各型枠の施工について述べるo

i)ステンドグラス枠

正面ステンドグラス廻 りの枠は特殊な形をなし,

幅1mのスリットが高さ21mまで延びているためコ

ーナー部の通り精度が要求される｡そこで,この部

分の型枠は大パネルを作成L,通り精度を確保する
ためにセパレーターを糸は上った鉄筋に全溶接Lで型

枠を固定した｡

ii)壁面レリーフ

レリーフの大きさは縦3.5m構3.9mで正面外壁
の4階部分に設けられる｡

型枠の製作に当っては,まずレリーフを300mmピ

ッチに切った断面の模型を作成し,それに合わせて

ベニヤ板で呪寸型板を*J二場に作らせた｡それを現

_.･}~･､こ::._.

図-14 レリーフ詳細

東京ユニオンチャーチの施工

場に搬入し細良二て,型枠用ベニヤ板を加工Lながら

くり型の型枠を作成した｡

iii)曲面屋根

外壁廻 り曲面屋根の型枠は,曲面部の鉄骨を定規

として鉄筋で雛Elみを設け,それに下型枠を設置し,

曲面の頂点より下辺へ糸を張った｡次に下型枠に組

込んであるセパレーターに頂点より張った糸に沿っ

て墨付をし,木コン取付後型枠として紺IIL!二でた｡

塔より左右対称に流れ落ちる曲面屋根の型枠は,

初めにいくつかのポイントを設定し,-1''･Eni卜にて頂
点からの距経を順次測定L,それを断面 卜に箭換え

ながら執Il,Lを行い屋根の接線を設定Lた｡

鐘楼部曲面屋根の型枠は現寸でくり聖を作り,く

り型の上から300mm幅のベニヤ板をセパレーターで

止めながら張った｡

写真-6 鐘楼部の型枠組み

4-4 銅板牽き

曲面屋根における銅板等きは,古来より神社仏閣に採

用されている十文字等きが納l)などの点でil適 と考えら

れていた｡当教会の屋根も当初磨き銅板による十文字牽

きで行う計画であったが,表面の録音処理端去∴t二期,

コスト等を考え,当現場では銅板表面を工場て7尉ヒ処理

した成型品を構葦き二日去で行うことにした｡
銅板下地についてはオガクズモルタル,ベニヤ板,鉄

骨等が考えられていたが,利敵 二対する問楓 耐火性,

工費等を考慮して下地に電触防止用にゴムシートを張り,

コンク1)-卜直葦きにすることにLた｡また,塔鉄骨部

の封覗吏茸き下地はセンチュリーボード厚さ18mとL,曲

面ゆえに発生する不陸に対しては,フェルトを敷込むこ

とで処:哩した｡

コンクリート面の銅板はプラスチックのプラグを埋込

み,プラスチックワッシャーを用いて銅ビスで止めた｡

また,鉄骨面は蕎御策とも450mmピッチに銅メッキビスを
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東京ユニオンチャーチの施工

使用し,ビスは胴縁まで止めるようにした｡

図-15 銅板II.i:き詳細 (描 )

/
/

きF]板04ミ硫化処理/i

図-16 銅板f'i:･き詳細(軒先)

4-5 礼拝堂天井

礼拝堂の天井高は聖歌隊席下部のみ2,500mmでその他

の平損部は6,700mm,塔の鼓し部迄は22,300mmあるoま
た,塔部分の天井は6,700mmより11,600mmまでは曲面天
井となって,断面的に半径6,800mmの門捌勘､てステンド

グラスの墳点に集約されている｡

この天井はステンドグラスの中心線から42075'の範囲
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で左右対称形をなしている｡

天井の概要を図-17,図-18に掲げる｡

貰 4500 ,4=3500ち 5･000 /6

図-17 礼拝';'t':.大作･平面図

図-18 礼拝'勘巨L､線の断面図(SECl)

曲面天井の仕上げは軽量鉄骨 卜地に石曹ボード(厚12)

張りの上ビニールクロス貼りであるが,塔上部の鉄骨部

分はクロス下地に断熱を兼ねたインシュレーションボー

ド (アトラスボード)厚17mmを探川Lた｡

この曲面天井の去鋸1し方法は次の要領で行ったo

i)先ず塔最上部 (FL+22,300mm)の平面を決める｡

ii)曲面が終了するFL+ll,600mmの高さの平面を

決め,鼠I二部の各コーナーの点と結んで斜めの天井
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面を決める｡

iii)次にFL+6,700mmの位置をA通り及び6通りの

壁にプロットする｡

iv)ベニヤ板で半径6,800mmのクシ型を作り,斜め天井

の ド端 (FL十11,600mm)の線 とFL+6,700mmの

線にクシ聖をあて,A通 り及び6通 りの壁面に曲面

天井の下部終点を求める｡

V)この点Lで壁と平面｣･.でi雛勺をなす線を求める｡

vi)次に天井の中心線を拍L,中心線にi鋸射二なる線
を求め,壁面より涯角となる線との交点を求める｡

vii)その交点に半径6,800mmのクシ型をあて,上部斜線

と卜部6,700mのレベル線と内接することを確認して

陵線を決定した｡

こ::∴_･.

図-19 礼1日;.:大坪の概要

曲面部分の大井軽羅鉄骨 卜地の組立ては次の要領で行

った｡

i)墨出しの段階で求めた稜線がlH而天井の全ての定

規となる｡まず陵線をアール1m1-_Lたチャンネルで

固定する｡

ii)4本の陵線にパネル寸法の910mmピッチで墨出し
し,水平に水糸を張る｡

iii)水糸に合せてアール加1二したチャンわ レを取付け

ていく｡(アール加工は半径6,800mmであるが, 陵線

のアールと異なるため,水糸に合わせるように部分

的に切断し微調整を行った｡)

iv)プラスターボードの幅で ド地バーをチャンネルに

取付ける｡

寺はF覚の天井二r_事は塔上部に由って立体的に変化Lて

いくため,墨出し線が果してー前額かどうか非常に不安が

東京ユニオンチャーチの施工

あり,何度も図面と照合Lながらチェックを衣ねたが,

最後に天井が張上るまで即諾が持てなかったO

施二日 で 問題となったのは,天井曲面をA通り及び6

通 りの2つの壁に頼ってそれから1-法を追い出し,仕上

り面を決めていったが,この2つの壁が平行な壁でないた

め,結果的には面にねじれが発生してしまったことであ

る｡また,曲面部の石脅ボードは法規上の制約から厚さ

12mmのものを採用したが,実際の施工段階ではこれがな

かなかI日日)にくく職人が大変苦労していた｡

写真-7 礼拝'勘t痛快井卜地

写真-8 礼拝′糾摘f大井ボード張り

§5.終りに

教会の建物は信者1人1人の寄付の雛 i-で'実現される

ものであるため,建設計画では多くの信者の意見を反映

させることが基本です｡こうした背策から我社の計画案
がコンペに当選した後 設計段階,施〟1二段階においでも

再三変更を余儀なくされ,作業にたびたび支障をきたし

たのも教会建築ならではのことと感じました｡

多くの制約や障害などにもかかわらず,特異な形態を

したこの建物が無事に完成したことはひとえに関係者各

位の御協力と各職種の組当者の熱意によるものと思って

います｡ここに改めて関係者の方々に深く感 謝する次第

です｡
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